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筆者らは 2009 年９月に利尻島西部の海岸におい
てアイアシ Ⓟʰⓐⓒⓔˡⓤⓡⓤⓢ ˡⓐⓣⓘⓕⓞˡⓘⓤⓢ (Steud.) Ohwi を
確認したので，以下に報告する．

分布が確認されたのは利尻町沓形の沓形岬公園の
海岸であり，利尻礼文サロベツ国立公園の第二種特
別地域に含まれる．本地域には沓形溶岩流上に形成
された海岸草原が広がり，アイアシはアシ，テンキ
グサ，イワノガリヤス，ススキなどと群生し，その
分布は車道脇約 50m，およそ 700m2 に渡り広がっ
ていた（図１，２）．筆者らが初めて本種に気づいた
のは 2009 年９月 20 日であったが，古い写真など
の再確認により 2006 年８月には既に本地域への分
布があったことが判明している．

アイアシはイネ科アイアシ属の多年草で海岸地方
に群生し，「小穂は花序の枝に密着し，太い柄のあ
るものと無柄の小穂が，対になる」（滝田，2001）
ことが大きな特徴であるとともに，識別点のひとつ
とされている（大井，1982；桑原，1974；長田，
1989）．高さ 1m 内外で，長さ 20 ～ 40cm の葉身
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図１．利尻町で確認されたアイアシの分布図．車道脇の海岸草
原に A から D の４つの小群落が認められた．数値地図 25000
（地図画像）「稚内」（国土地理院）をもとに作成．
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は広線形を呈し，大型のイネ科のアシなどに似るた
め，花序がないと識別が難しい．北海道から九州に
かけて分布し，北海道内では渡島，桧山，胆振，日高，
後志地方からの記録のほか（伊藤ほか，1990），道
北地域からは志田ほか（2006）が焼尻島における
分布を報告している．

利尻島における植物相については，舘脇（1941），
菅原（1962），中村ら（1968），松野（1984）などが，
その海岸植生については石垣・西谷（1982）が報
告しているが，いずれの文献においてもアイアシの
記録は記されていない．また，沓形岬公園の対岸に
位置する礼文島においても，本種は未確認である（舘
脇，1934；宮本，未発表）．利尻島における本種の
分布が本地域以外では確認されていないことや，島
内における分布が１地点であり，なおかつ車道脇に
限られることなどから，車道整備などにかかわる人
為的な影響によって本種が本地域にもたらされたも
のではないかと想像された．しかし，近年のオニハ
マダイコンの分布のように，なんらかの原因でアイ
アシの自然分布が広がった可能性も考えられる（小
杉・佐藤，2010）．本島における海岸植生について
はまだ未解明の部分もあるため，今後，道北北部各
地の海岸も含めた更なる調査とともに，その植生の
変化などにも気をつけていく必要性があろう．
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図２．沓形岬公園における生息環境．海岸に近い車道脇に
アイアシが広がる．写真中央の対岸に見える島は礼文島．
（2010.ix.20，宮本撮影）


